
基幹的広域防災拠点

暴風による停電が長期化していた
千葉県館山市に、首都圏臨海防災
センターより飲料水及び保存食を港
湾業務艇で海上輸送。

近畿圏臨海防災センター

出発：7/4 14:00
川崎港で港湾業務艇に積込み

R2年7月豪雨 R元年東日本台風

首都圏臨海防
災センター

耐震強化岸壁
（-12m）

臨港道路

基幹的広域
防災拠点
（15.8ha）

耐震強化岸壁
（-7.5m）

基幹的広域
防災拠点
（27.9ha）

臨港道路

耐震強化岸壁
（-7.5m）

近畿圏臨海防災
センター

＜川崎港東扇島地区＞
平成20年4月26日に供用開始

＜堺泉北港堺２区＞
平成24年4月1日に供用開始

記録的大雨により被災した九州南部に、
近畿圏臨海防災センターの備蓄物資
（発電機、軽油缶、水、保存食、テント、
毛布、コードリール、ブルーシート）を輸送。

八代市役所

到着＆引き渡し：7/5 8:30

○複数の都道府県に被害が及ぶような大規模災害発生時に、緊急物資輸送の中継拠点や広域支援部
隊のベースキャンプとして機能する基幹的広域防災拠点を東京湾臨海部（川崎港東扇島地区）及び大
阪湾臨海部（堺泉北港堺2区）に整備。平常時は緑地として市民に開放するが、災害時は国により運用。
○大規模災害発生時には、基幹的広域防災拠点にある備蓄支援物資を広域的に輸送して提供・支援。

大阪港～門司港の
フェリーを利用
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